
    

様式様式様式様式Ｃ－Ｃ－Ｃ－Ｃ－１９１９１９１９    

    

科学研究費助成事業科学研究費助成事業科学研究費助成事業科学研究費助成事業（（（（科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金））））研究成果報研究成果報研究成果報研究成果報告書告書告書告書    

平成 24 年 6 月 6 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の概要（和文）：今まで調査が手薄であったタイ国中部地域の王室寺院が所蔵する貝葉

写本について、従前の科研プロジェクトから継続的に調査を行い、第一級王室寺院をはじめと

する 5 ヶ寺の所蔵貝葉写本集成を軸とした約 1,700套（一套の中に複数の文献が所収されるこ

とが多い）を超える写本文献の情報を取りまとめ、所在目録を作成した。加えて、まだ貝葉や

折本紙写本でしか存在しない東南アジア撰述の仏教説話文献に関わるテクストの多くを、デジ

タル画像資料として入手することに成功した。これにより、現在まで殆ど実態が不明であった

タイ国中部地域の王室寺院が所蔵する収蔵文献について、その特徴を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）：During my research period I surveyed the palm-leaf manuscripts kept in the 

royal temples in central Thailand that has been neglected until now. It is an extension of my previous 

research work. So far, I have collected information on 1,700 bundles of manuscripts mainly kept in the 

five temples including the first-class royal temples that are located in Bangkok and the surrounding area. 

I put together all the information of those manuscripts and made it available in the digital form. Apart 

from that, there exist a great number of texts related to the manuscripts on Buddhist narratives formed in 

Southeast Asia. These manuscripts are available only in the form of palm-leaf and Folding Books. 

During my research period I could take digital photos of those too. As a result of my research, the details 

of the palm-leaf manuscripts kept in the royal temples in central Thailand that was almost unidentified 

yet, has become known clearly. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 現在、東南アジア大陸部で伝承されてき

た東南アジア撰述の仏典写本は、一部の

寺院の経蔵に無差別に保管されているも

のが多く、所在やその内容は不詳のもの

が多い。また、所蔵環境も良くないこと

から隠滅の危機に瀕しているものが多い。

この状態を危惧する研究者並びに研究機

関がその調査・収集、或いはカタログの

作成に努力している。 

(2) このような現状を踏まえての従前の科研

プロジェクト「『パンニャーサ・ジャータ

カ』を中心とする東南アジア撰述仏教説

話写本の研究」（特別研究員奨励費）では、

取り急ぐ課題として、タイ国中部地域に

所在する寺院の収蔵写本につき、その第

一次資料の整理、保存、カタログ作成の

ための情報を収集し、並びに東南アジア

撰述の仏教説話に関わる文献についての

デジタル画像の収集に努めてきた。 

(3) これまでの現地調査などで得られた相互

の信頼から、バンコク所在の第一級王室

寺院などから更なる調査許可が出された。 

(4) タイ国の寺院が所蔵する写本の多くは、

各寺院に秘蔵されており、見ることは勿

論、写真撮影することが許可されること

もなく、収集した文献の情報は大変貴重

であり、学界にその存在を知らしめ研究

を促す必要がある。 

 

２．研究の目的 

タイ国中部地域の王室寺院に所蔵されて

いるクメール文字で記された貝葉写本を

中心に、同国に流布する東南アジア撰述

の仏教説話写本の研究を行う。既に知己

を得たタイ国の研究者や僧侶と協力して、

同地域の王室寺院が所蔵する収蔵文献の

特色を明らかにし、また、個々の写本研

究を遂行する。特に、本研究活動の中か

ら、今後の仏教説話写本研究の基礎とな

る東南アジア撰述仏典写本のデータベー

ス構築を第一義の目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究は、従前の科研プロジェクトを承

けているため、そこで収集したタイ国中

部地域の由緒ある王室寺院が所蔵する貝

葉写本文献の情報を、Unicodeを用いてコ

ンピューターにデータ入力し、そのまま

写本目録・データベースとして活用でき

るようにする。 

(2) バンコク所在の第一級王室寺院から所蔵

写本の更なる調査要請を受けているため、

調査を実施し、貴重な収蔵文献の情報を

上記の所在目録・データベースに反映さ

せる。そして、これらの作業により構築

した所在目録・データベースをもとにし

て、現在まで実態が不明であったタイ国

中部地域の王室寺院が所蔵する収蔵文献

の全体像、並びにその特徴を明らかにす

る。 

(3) 作成した所在目録・データベースをもと

に、仏教説話文献をより深く探究する手

段として、その鍵となる「アーニサンサ」

と呼ばれる一群の積徳行に関わる釈義文

献の文献学的研究をスタートさせる。 

 

４．研究成果 

(1) 調査を実施していたタイ国中部地域の王

室寺院 Wat Ratchasittharam や Wat Yai 

Suwannaramが所蔵する貝葉写本集成に

ついて、収蔵文献の特徴などを取りまと

め、国内の学会や雑誌論文等で研究成果

を発表した。 

(2) 調査許可を得ていたバンコク所在の第一

級王室寺院 Wat Arun Ratchawararamなど



の所蔵写本について、現地調査を実施し

た。同寺院に収蔵されていた約 160套の

貝葉写本集成の中には、タイ国内で現存

している貝葉写本としては古いアユタヤ

ー時代後期（1600年代）に筆写された貝

葉写本や稀覯文献と考えられるものも多

数所蔵されており、それらをデジタル画

像資料として収集できたことは大きな成

果であった。これにより、作成中の所在

目録に貴重な文献情報が加わることにな

った。 

(3) タイ国中部地域の王室寺院が所蔵する貝

葉写本について、同地域に所在する第一

級王室寺院 Wat Mahathat Yuwaratrangsarit、

Wat Arun Ratchawararam、第二級王室寺院

Wat Ratchasittharam、第三級王室寺院 Wat 

Yai Suwannaram、Wat Thepthidaramの所蔵

貝葉写本集成を軸とする約 1,700 套（一

套の中に複数の文献が所収されることが

多い）を超える写本文献の情報について、

それらすべてのデータ入力を終了し、所

在目録を作成した。加えて、まだ貝葉や

折本紙写本でしか存在しない東南アジア

撰述の仏教説話文献に関わるテクストの

多くを、デジタル画像資料（約 4 万枚）

として入手することに成功した。これに

より、現在まで殆ど実態が不明であった

タイ国中部地域の王室寺院が所蔵する収

蔵文献について、その特徴が明らかにな

ったと共に、東南アジア撰述仏典につい

て、文献学仏教学的研究をスタートさせ

得る素地が整えられたと考える。 

(4) 現在、東南アジア撰述の仏典研究に取り

組む国内外の研究者、研究機関から情報

の提供について多くの要請を受けている。

この要請に的確に答えるには、文献タイ

トルのみに止まった現在の所在目録につ

いて、個々の文献の写本資料としての資

質の整理や、世に既出の所在目録との横

断的な情報整理など、更なる改善の必要

性を実感している。また、1 年半の研究

期間では、現在までの調査で収集してき

たデジタル画像資料を整理し、所在目録

に反映させるところまではできず、「アー

ニサンサ」と呼ばれる一群の積徳行に関

わる釈義文献の文献学的研究をスタート

させることもできなかった。これらの課

題については、今後、継続して取り組ん

でいきたい。 
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